
○黒滝村総合戦略　平成29年度末基本目標別進捗率　集計表

効果　有 効果　無

基本目標１　働きたくなる村づくり 12 10 2

基本目標２　住みよい村づくり 45 41 4

基本目標３　訪れたくなる村づくり 11 9 2

合計 68 60 8

事業数

外部有識者からの
評価

※重要事業評価指標（KPI）の効果検証方法について

①目安値（平成２９年度）に対する実績値（平成２９年度末）の進捗率により検証

進捗率＝ 実績値 ／ 目安値 × １００（％）

※実績値は基準値（平成２７年度）からの累計値（平成２９年度末）

※目安値は各事業の平成２９年度の目標値（平成２９年度予算要求時または事業着手時に設定する目標値）

②自己評価は実績値と目安値または進捗率との差分を以下の基準により判断

Ａ 予定を上回る

Ｂ 予定どおり

Ｃ 予定を下回る

○効果検証会議開催日時：平成３０年８月２１日（火）、 場所：黒滝村役場

検証者：黒滝村総合戦略策定委員（外部有識者）計１０名
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

山活隊（やまいき
たい）雇用者数

H27 ８人 １３人 １０人 １４人 71% C
早期退職防止のため、募集方法の
見直しを行い、適性を考慮して採用
を行います。

林業建設
課

効果
有

林業に関する情
報を発信した映
像本数

H27 １本 ５本 １本 ３本 33% C
移住定住と連携した映像制作を進
めます。

林業建設
課

効果
有

1-1-2

生産性の高
い林業の推
進と山村の
振興

作業現場への巡回指導・救助
訓練、振動障害予防対策の促
進、伐倒条件の相違に対応し
た伐木作業技術の現地研修
会等についての事業を実施
し、労働災害を防止するため
の最新の技術等を取り入れた
機械・器具等を装備し、万全の
安全対策を講じます。

林野１ha当たり林
道延長（ｍ）

H25 8.2m 4.994m 4.974m 4.996m 100% B

数値精査の結果、基準値の設定に
誤りがあり、林道総延長／林野総面
積で再度計算の結果、H25基準値
が4.994mとして修正を行います。
（林野総面積増加のため、H29実績
値が減少しています。）
なお、林業担い手育成強化事業
（年4,200千円）により森林組合作業
班の福利厚生研修助成事業を実施
しています。

林業建設
課

効果
有

1-2-1 農業の振興

自立経営の確立を目指し、地
区ごとの実情や村の地形的条
件にあわせた強くたくましい農
業づくりを進めます。

農業への新規従
事者数

H27 ０人 ３人 ５人 ３人 100% A
新規従事者が継続して農業に従事
できるようバックアップを図り、自立
経営を目指します。

企画政策
課

効果
有

地域おこし協力
隊員数

H27 ０人 ３人 ３人 ３人 100% B

H31に3名が任期満了となるため、
活動内容及び雇用条件等を精査
し、新たに3名を募集します。なお、
任期満了後、習得した経験を活かし
て関係先での雇用に結びつくような
施策を展開します。

企画政策
課

効果
有

新たな商品開発
件数

H27 ０件 1件 1件 1件 100% B
木の玉１個売りを開発。東京ときのも
りリブレ、カフェくるみの木等での販
売を今後も継続します。

企画政策
課

効果
有

外部有
識者
評価

1-2-2
商工業の振
興

吉野杉透かし彫りや杉の葉染
め、水組み工芸品、木材加工
品等、村産材を利用した木工
商品の新たな開発、商品の販
路拡大を支援すると共に、移
住定住を希望する者等への就
業の場の確保に取り組みま
す。

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

1-1-1
林業労働力
の確保・育成

林業への就業を希望する求職
者に対し、本格的な就業、地
域定着を目的として、森林整
備の担い手を確保・組織化し
て必要な専門的技能・技術を
習得させる実地研修等を実施
します。

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

1-2-3

シニア世代
保有技術の
活用・就労
支援

高齢者の保有する知識や経験
を地域貢献に活かすとともに、
人口の半数を占めるシニアが
健康で生きがいのある生活を
送り続ける支援を行います。

特産加工品奨励
数

H27 １品目 ６品目 ３品目 ３品目 100% B

食の６次産業化プロジェクトチーム
が白きゅうり漬物・ぴくるす・ベジクッ
キーを開発し販売中。今後も新商品
の開発と販路開拓を継続します。

企画政策
課

効果
有

1-2-4
６次産業の
充実強化

農山村における所得の向上、
収益性の改善、雇用の確保に
結びつけ、農林業の発展と農
山村の活性化を推進し、商品
開発戦略、価格戦略、販売戦
略とマーケティングの一貫した
戦略活動を展開します。

特産品加工所の
整備箇所数

H27 ０カ所 １カ所 １カ所 １カ所 100% B
H30年度中に加工所施設の更なる
充実と機器整備を行う予定です。

企画政策
課

効果
有

新規起業者数 H27 ０人 １人 ０人 ０人 0% C
企画政策
課

効果
無

起業支援件数 H27 ０件 １件 ０件 ０件 0% C
企画政策
課

効果
無

販売促進提案件
数

H27 ０件 ５件 ２件 ３件 66% C
企画政策
課

効果
有

販路開拓を行う
取り組み支援件
数

H27 ０件 ３件 ２件 ２件 100% B
企画政策
課

効果
有

高等学校等自宅
通学補助対象者
数

H27 ９人 ９人 ８人 ９人 89% B 今後も事業を継続実施します。
教育委員
会

効果
有

修学奨励金貸与
者数

H27 ０人 ３人 ０人 １人 0% C
周知徹底を図り、今後も事業を継続
実施します。

教育委員
会

効果
無

2-1-2
健やかな成
長の支援

木で遊び、楽しさや喜びを実
感し、それが私たちの暮らしを
支える地域や社会、産業への
関心へとつながるような人づく
りに努めます。

木製おもちゃで
遊ぶ子ども園の
乳幼児

H27 １人
こども園
の乳幼
児数

２人 ２人 100% B
こども園入園者へ入園祝いとして木
製おもちゃの贈呈を継続します。

教育委員
会・保健福
祉課

効果
有

2-1-1
教育の経済
的負担の軽
減

保護者の負担を考慮し、教育
に必要な経済的支援の充実を
図り、就学・学習機会の均等を
確保します。
また、村外で通学の拠点を検
討します。

1-2-5
起業者への
支援の充実

村内に存在する資源等を活用
し、新規に事業を起こす人に
対し支援を行うことにより、就労
の機会を整備します。

新規事業を起こす人材を見つけるこ
とが困難なため、卒業した地域おこ
し協力隊員の村内定住を促し、起
業支援を行います。

1-2-6
女性の視点
を活かした事
業の推進

生産性の向上と販売手法によ
り発展性が見込まれる事業に
ついて、現在の市場のニーズ
の把握や新たな販売促進を提
案し、販路開拓等、新たな事
業を推進します

事業を推進する担い手不足の状況
にあることから、今後、女子職員会と
連携し、女性の視点からの提案等を
行います。
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

2-1-3

子どもを産み
育てるサ
ポート体制の
充実

子どもと親の健康保持増進を
めざした取組に努めます。

母子保健指導開
催数

H27 ４回 ４回 ４回 ４回 100% B
内容の充実を図りながら、今後も事
業を継続実施します。

保健福祉
課

効果
有

幼稚園児・保育
園児以外のこど
も園利用者数

H26 延363件 延420件 延162件 延400件 40.5% C

全ての利用申請に対応可能な体制
を整備済みです。利用者数は減少
していますが、一時預かりの柔軟な
対応や、研修等を通じて職員のスキ
ルアップを図り職員の対応力の向上
に努めます。

教育委員
会・保健福
祉課

効果
有

研修参加時の代
替職員の確保

H27 ２人 ３人 ２人 ２人 100% B 継続実施に努めます。
教育委員
会・保健福
祉課

効果
有

2-2-1
こども園の充
実

豊かな感性と人を思いやれる
優しさ、我慢強くがんばれる強
い心をもった子どもの育成を目
指します。

在園幼児数 H27 ８人 ８人 １０人 ８人 100% A 継続実施に努めます。
教育委員
会・保健福
祉課

効果
有

2-2-2
放課後対策
の推進

地域の特性に鑑み、放課後も
児童が生き生きと活動できる
安全・安心な場の確保をしま
す。

放課後児童クラ
ブの一時預り利
用者数

H27 ５人 ５人
平均

3人/月
５人 60% C

全ての利用申請に対応可能な体制
を整備済みです。利用者数は減少
していますが、児童に合わせたきめ
細かな対応を行い、対応力の向上
に努めます。

教育委員
会・保健福
祉課

効果
有

生涯学習団体数 H27 ２団体 ３団体 ２団体 ２団体 100% B
公民館教室修了後も、自主継続で
きるように環境整備に努めます。

教育委員
会

効果
有

教室参加者数 H26 ２１３人 ２５０人 ２６３人 ２１３人 100% A
多世代で参加しやすい教室づくりに
努めます。

教育委員
会

効果
有

文化祭出品者数 H27 ４５人 ５０人 ５１人 ４５人 100% A
自主学習や多世代交流の機会とし
て、充実発展を図ります。

教育委員
会

効果
有

2-3-1

学びあい生
きがいの持
てる地域社
会の構築

村民の自主的な学習や交流
の機会を提供し、誰もが学習
できる環境整備に努めます。

2-1-4
子育て世帯
への支援の
充実

地域の子育て支援の充実をめ
ざして、子育て支援の人材確
保や資質向上をめざした取組
に努めます。
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

2-4-1

健康寿命の
延伸をめざし
て、健康的な
生活習慣の
普及や疾病
の早期発見

診療所と連携したたばこ対策
及び減塩や野菜摂取促進、が
ん検診の普及啓発や受診率
向上にむけた取組に努めま
す。

健康寿命（平均
自立期間）

H24

男15.56
年

女24.36
年

延伸

（H27）
男20.41

年
女20.24

年

男17年
女25年

男100%
女81.0%

男A
女C

施策に加え、女性の健康寿命延伸
のため、健康教室の受講勧奨を積
極的に行います。

保健福祉
課

効果
有

特定健診受診率 H26 36.4% 60.0% 33.3% 60% 56% C
受診率向上のため、受診勧奨を積
極的に行い、目標値達成を目指し
ます。

保健福祉
課

効果
有

特定保健指導利
用率

H26 63.6% 60.0% 43.0% 60% 72% C
今年度までの受診実績を除いた残
り28％の利用を目指し、今後も制度
の周知、啓発を強化します。

保健福祉
課

効果
有

医療情報ネット
ワークに参加す
る医療機関数

H27
1医療機

関
4医療機

関
4医療機

関
4医療機

関
100% B 継続実施に努めます。

保健福祉
課

効果
有

歯科医師数 H27 １人 １人 １人 １人 100% B 継続実施に努めます。
保健福祉
課

効果
有

へき地巡回診療
の年間利用回数

H27 １回 １回 １回 １回 100% B 継続実施に努めます。
保健福祉
課

効果
有

2-5-2
在宅医療の
充実

在宅生活を継続できる体制づ
くりを図ります。

訪問看護におけ
る医療支援件数

H27 ４回 延伸 4.5回 4回 100% A 継続実施に努めます。
保健福祉
課

効果
有

住民運営の場の
自主グループ

H26 1ｸﾞﾙｰﾌﾟ 6ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5ｸﾞﾙｰﾌﾟ 100% B 継続支援に努めます。
保健福祉
課

効果
有

ポイント手帳利用
者

H27 ５８人 １３７人 110人 120人 92.0% B
周知、啓発を強化し、目標値達成を
目指します。

保健福祉
課

効果
有

連携会議の開催 H27 ０回 年２回 ０回 年２回 0% C
H30.4より開催中です。
１回/月

保健福祉
課

効果
有

2-5-1
医療の確保
と充実

緊急時や専門的・高度な医療
を要する場合に適切に対応で
きるような体制の整備を図りま
す。

2-6-1
地域福祉の
充実

地域で支えあう意識を高め、
自助・共助・公助による福祉活
動を推進していくため、集いや
相談の機能を目指した自主グ
ループ活動の推進及び担い
手の確保や育成にむけ関係
機関との連携に努めます。

2-4-2

特定健診や
介護予防な
どに取り組む
人を増やす
ことによる要
介護状態に
なる人の減
少

データヘルス計画の策定や特
定健診受診率の向上の取組、
特定保健指導の実施に努めま
す。また、介護予防と連携した
歯科口腔保健の取組に努めま
す。
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

2-6-2
障害者支援
の充実

生活のしづらさの支援にむけ
て、相談の機会の充実をはか
ります。

相談支援利用者 H26 １７人 ２５人 ６人 ２１人 29% C

H26は希望者のみ家庭訪問を実施
しましたが、その後、継続した利用
者が少なかったため、今後も制度の
周知を続け、相談対応可能な体制
を整えます。

保健福祉
課

効果
有

黒滝村総人口に
占める認知症サ
ポーターの割合

H27 0% 3% 9.40% 3% 100% A 継続実施に努めます。
保健福祉
課

効果
有

地域ケア会議 H26 ０回 ６回 ０回 ６回 0% C
H30.4より開催中です。
１回/2ヶ月

保健福祉
課

効果
有

生涯スポーツ事
業参加者数

H26 ２８０人 ３５０人 ３８１人 ２８０人 100% A
多世代で参加しやすい環境づくりに
努めます。

教育委員
会

効果
有

生涯スポーツ団
体数

H27 ４団体 ５団体 ４団体 ４団体 100% B
新たなスポーツに取り組む機会を増
やし、自主継続につながる環境づく
りに努めます。

教育委員
会

効果
有

消防団員数 H27 １２３人 １３０人 １２０人 １２０人 100% B
減少傾向にあり、現状の団員数維
持に努めます。

総務課
効果
有

自主防災組織数 H27 １２団体 １２団体 １２団体 １２団体 100% B
避難訓練などの住民参加や防災啓
発を通じて、防災意識を高めていき
ます。

総務課
効果
有

防災Ｗｉ-Ｆｉ設置
数

H27 ０基 ８基 ５基 ５基 100% B
保守経費の関係上、費用対効果を
検討の結果、現状数維持に努めま
す。

総務課
効果
有

2-8-2
災害防止対
策の推進

住民に対する災害危険箇所の
周知啓発や防災情報の普及
啓発等のソフト対策を推進しま
す。

災害への高い危
機意識を持って
いる人の割合

H26 51% 70% 0 0 0% C
国県の災害対策に沿って啓発を継
続し、Ｈ３１にアンケートを実施しま
す。

総務課
効果
無

2-8-1
防災体制・
設備の強化

避難のあり方や避難所の整
備、自主防災組織の育成、孤
立集落対策、土砂災害防止対
策などを総合的に進め、各個
人の平時からの備えにつなが
るような施策を推進します。

2-6-3
高齢者支援
の充実

高齢者が暮らしやすいむらづ
くりを目指して、移動手段の充
実、医療・介護連携の推進、
認知症の人と家族にやさしい
地域づくりの推進、地域包括
ケアシステムの構築にむけた
取組に努めます。

2-7-1
生涯スポー
ツの推進

村民がいつでも誰もが気軽に
スポーツやレクリエーションに
親しむ環境整備を行います。
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

防災行政無線等
整備率

H27 100% 100% 100% 100% 100% B

Ｈ２９に各戸の戸別受信機を無線形
式から有線形式に変更し、全戸整
備を完了しました。引き続き、屋外
拡声子局の有線化を実施します。

総務課
効果
有

災害時要援護者
の個別支援計画

H27 0% 100% 0 0 0% C

Ｈ２９に要支援者避難支援プランを
策定しました。引き続き、個別の要
支援者リスト及び計画の作成及び更
新を行います。

総務課
効果
有

防犯カメラ設置
箇所数

H27 ０カ所 ３カ所 ２カ所 ２カ所 100% B
防災Ｗｉ-Ｆｉのカメラを防犯用して計
上しています。保守経費も必要であ
ることから現状維持で進めます。

総務課
効果
有

防犯カメラ表示
板設置箇所数

H27 ０カ所 ６カ所 ４カ所 ４カ所 100% B
防災Ｗｉ-Ｆｉのカメラ設置場所の表示
板数を計上しています。表示板数に
ついても現状維持で進めます。

総務課
効果
有

村内設置防犯灯
（街灯）のＬＥＤ灯
化数

H27 ０カ所
村内100
カ所更

新
２６箇所 ５２箇所 50% C 順次更新を進めます。 総務課

効果
有

2-9-1
豊かな自然
環境の保護

災害で失われた山と川の環境
を元の姿に戻し、黒滝村の豊
かな自然生態系を守ります。

体験事業の開催 H27 ０回 年１回 年２回 年１回 100% A
体験事業数やメニューの増加を検
討します。

企画政策
課・林業建
設課

効果
有

2-10-1

水道水の安
定供給や施
設の機能維
持

水道水の安定供給の為、水道
施設の適正な保守管理による
延命化（特に鉛製給水管の敷
設替え）を図り、安全な水道水
を確保すると共に、飲供施設
や簡水施設の統廃合などを行
い、ライフサイクルコストの低減
を図ります。

有収率 H25 80.4 83.3 45.9 50 92% B

H28事業で施設再整備を行い、水
道給水量を再計測した結果、有収
率39.5となりましたが、H29事業によ
り45.9まで回復しました。今後も漏水
調査を進め、有収率の回復に努め
ます。

林業建設
課

効果
有

2-8-3
災害時応急
体制の整備

各機関・組織の連携体制を確
立し、災害発生時に各機関・
組織がそれぞれの役割をス
ムーズに担うことが可能となる
ような体制の構築を推進しま
す。また、避難準備情報・避難
勧告・避難指示へとスムーズに
移行が可能となるよう基準を調
査整備し、健常者から要配慮
者までスムーズに避難が完了
し避難生活ができる体制の構
築を図ります。

2-8-4
安心して生
活できる環
境づくり

地域の防犯力の強化と高齢
者・子どもをはじめ住民が安心
して暮らせる地域づくり、犯罪
の起こりにくい環境づくりのた
め、また、警察との連携、情報
提供等被害解明にも役立てる
ため、防犯カメラを設置し犯罪
を抑止します。
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

橋梁定期点検箇
所数

H27 ２２橋 １２２橋 ８０橋 ８０橋 100% B

点検箇所数の再精査を行い、木橋
等を対象外として計画を変更し、８９
橋を最終目標値として再設定し、
H30事業で完了を目指します。

林業建設
課

効果
有

トンネル定期点
検箇所数

H27 ０カ所 ３カ所 0 0 0% C
H30事業において、点検委託料
9,000千円を計上し、３カ所の実施を
予定しています。

林業建設
課

効果
有

2-10-3

ごみ処理の
安定・継続
処理を確保
するための
施設整備

「３Ｒ推進（リデュース、リユー
ス、リサイクル）」によるごみの
減量と有効活用を図ります。

年間ごみ排出量 H26 135.98t 121.00t 211t 198t 93% C
ごみの分別徹底と減量の啓発に努
めます。観光事業ごみの減量につ
いて検討します。

住民生活
課

効果
無

2-10-4
合併浄化槽
設置及び維
持管理

今後も水質を保全するため、
合併浄化槽の設置及び管理
を行い、同時に老朽化してい
る合併浄化槽の改修を行いま
す。

合併処理浄化槽
整備率

H27 83.8% 86.3% 84.8% 85% 99% B

戸別328基、小規模集合3基を整備
済みです。人口減少に伴い整備箇
所は減少していますが、引き続き整
備を進め、水質保全に努めます。

林業建設
課

効果
有

2-10-5
村営住宅の
整備

移住定住と連携を図りながら、
大規模造成ではなく自然の地
形、環境に配慮した村営住宅
の整備を推進します。

村営住宅整備 H27 28戸 43戸 33戸 34戸 97% B

単身者用の集合住宅の整備及び県
道拡幅工事による立ち退き対象者
への代替え住宅の整備を検討しま
す。

林業建設
課

効果
有

地域づくり協議
会の設置

H27 ０団体 １団体 0 0 0% C

過疎集落対策の基礎資料として集
落点検をH30.2に実施済みです。今
後は地区別懇談会及び視察研修及
び地区担当職員制度の創設等を通
じて、協議会の設立を目指します。

企画政策
課

効果
無

地域内サークル
への補助

H27 １団体 ３団体 １団体 ２団体 50% C
各地域のサロン等に保健福祉課と
連携して協議を行います。

企画政策
課

効果
有

集落周辺の環境
整備

H27
年間20
カ所

合計100
カ所

62カ所 60カ所 100% A
地元要望も毎年一定数があり、効果
も高いことから、今後も継続実施しま
す。

林業建設
課

効果
有

2-11-1
過疎集落支
援対策の推
進

村民同士のコミュニケーション
を図り、高齢者を支えていく地
域コミュニティーの形成を支援
します。

2-10-2
橋梁・トンネ
ルの老朽化
対策の推進

道路・橋梁・トンネルなど、イン
フラの老朽化に伴い、低いコス
トで安全性を確保できるよう、
長期的視点に立った計画的・
体系的な点検及び補修を実施
します。
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黒滝村総合戦略（平成２８・２９年度分）効果検証シート

年度 数値

外部有
識者
評価

H29
実績値

H29
目安値

節項番
号

具体的施
策

施策概要
重要事業評価

指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事業の今後に
ついて

担当課

新たな交流により
増加する観光客
入込客数

H27
年間
92,000

人

年間
120,000

人

年間
230,000

人

年間
108,000

人
100% A

今後も事業の進捗を管理していきま
す。

企画政策
課

効果
有

宿泊客数 H27
年間

4,500人
年間

5,500人
年間

9,000人
年間

5,100人
100% A

今後も事業の進捗を管理していきま
す。

企画政策
課

効果
有

3-1-2
交流人口の
拡大

村内交流人口の増をはじめ、
新たな人の繋がりを拡大させ
ます。

村内交流人口 H27
年間50

人
延べ年
間500人

延べ年
間518人

延べ年
間320人

100% A
国民文化祭・サマーフェスティバル・
すずかけの道ツアー等を開催支援
を行い、交流人口拡大に努めます。

企画政策
課

効果
有

3-1-3
文化財の保
護の推進

文化財の保全と保護に努める
とともに、住民と行政が一体と
なった保全活動の推進と情報
発信を行い、保全機運を醸成
します。

民俗資料館来館
者数

H26 100人 150人 491人 130人 100% A

たるまるカフェ・クリスマスイルミネー
ション等を開催し、併せて施設整備
等を行い、来館者数増加に努めま
す。

教育委員
会・企画政
策課

効果
有

移住・定住世帯
数

H27 1世帯 １５世帯 １６世帯 ９世帯 100% A
村営住宅新設と地域おこし協力隊
員が増加要因であることから、ニー
ズに応じた住宅の整備を進めます。

企画政策
課

効果
有

仕事と住居を紹
介するツアーの
開催数

H27 ０回
年間２

回
0回 0回 0% C

他市町村の先行事例を見ながら検
討します。

企画政策
課

効果
無

移住・定住の窓
口となる団体数

H27 ０団体 １団体 ０団体 ０団体 0% C
地域おこし協力隊や女子会等と協
力し、団体設立を目指します。

企画政策
課

効果
無

移住・定住の情
報を発信した映
像本数

H27 １本 １０本 １本 ６本 16% C
林業従事の地域おこし協力隊員に
スポットを当てて、仕事と生活を紹介
する映像を製作します。

企画政策
課

効果
有

空き家情報バン
ク登録数

H27 ８戸 ２５戸 １５戸 ２０戸 75% C
空き家セミナーや村広報紙等で周
知を行い、空き家バンク制度の普及
を図ります。

企画政策
課

効果
有

体験住宅の整備
数

H27 ０戸 １戸 ０戸 ０戸 0% C
Ｈ30事業により体験住宅1戸を整備
する予定です。

企画政策
課

効果
有

移住者が集う場
所の設置数

H27 ０戸 １戸 ０戸 ０戸 0% C
Ｈ30事業により旧中学校施設内に
整備する予定です。

企画政策
課

効果
有

3-1-1
地域資源を
活かした観
光の振興

観光施設を観光拠点施設とし
て位置づけ、自然とのふれあ
いの中で楽しむことができる滞
在型の観光レクリエーションの
場として入り込み客の増加を
図ります。

3-2-1
移住・定住の
促進

仕事と住居をセットで提供し既
存のコミュニティーが維持でき
るよう人口増加を促進します。

3-2-2
空き家対策
の推進

空き家台帳を整備し、所有者
等に対し積極的な空き家情報
バンクへの登録を呼びかけま
す。
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○地方創生交付金事業（平成２８・２９年度実施分）効果検証シート

外部有識者

年度 数値 評価

観光客入込客
数

H26 92,000人
120,000

人
263,644

人
200,000

人
100% A

今後も事業の進捗管理を
行います

企画政策
課

効果
有

宿泊客数 H26 4,500人 5,500人 10,276人 9,000人 100% A
今後も事業の進捗管理を
行います

企画政策
課

効果
有

株式会社黒滝
森物語村正社
員数

H26 7人 7人 9人 9人 100% A
今後も事業の進捗管理を
行います

企画政策
課

効果
有

６次産業事業売
上（千円）

H28 0
3,000千

円
815千円 700千円 100% A

計画期間終了後の自立を
目指し支援します。

企画政策
課

効果
有

黒滝白きゅうり生
産量（t）

H28 0.6t 4.2t 1.27t 1.2t 100% A
今後も事業の進捗管理を
行います

企画政策
課

効果
有

黒滝白きゅうり生
産農家（戸）

H28 41戸 46戸 38戸 45戸 84% C

H30年5月末現在45戸で
す。H31年度での目標達
成を目指して、普及拡大
に努めます。

企画政策
課

効果
有

進捗率
（実績値／目
安値）

自己
評価
（ABC）

実績値を踏まえた事
業の今後について

担当課
節項
番号

交付対象事業
の名称

施策概要

２

平成２９年度
地方創生推進
交付金
　「食」を通した
地域活性化～
黒滝わくもりプロ
ジェクト～

村民中心で結成した食の６次
産業化プロジェクトチーム
「ねぇのごっつぉ」が、黒滝白
きゅうりを中心とした季節野菜
の特産品の開発・普及から加
工・販売を手がけ、農業を中
心とした地域振興を目指しま
す。
・試験営業経費（賃金）2,170
千円（交付金1,085千円、
H29.6～H30.3）

H29
実績値

H29
目安値

重要事業評価
指標
（KPI）

基準値 H31
目標値

１

平成２７年度
地方創生加速
化交付金
　「黒滝・森物語
村」を活用した
地域間交流・情
報発信拠点機
能の充実・強化
事業

村の観光拠点である黒滝森
物語村において、村民主導
の情報発信を行うための体制
を構築し、魅力あるコンテンツ
を検討し、情報発信する。
・ホームページ開設（リニュー
アル）　2,000千円
・情報発信スペースの整備
（壁面改修）　930千円
（平成２８年５月末事業完了）
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